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作

作
品
は
平
成
6
年
に
本
校
の
創

立
百
周
年
を
記
念
し
て
寄
贈
さ
れ
'

以
来
青
井
記
念
館
外
周
の
庭
に
建
っ

て
い
る
｡
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ

と
す
る
御
影
石
の
四
面
に
'
突
出

す
る
金
属
平
板
が
ほ
ど
よ
い
調
和

を
醜
し
出
す
抽
象
的
な
彫
刻
で
あ

る
｡
作
者
の
岩
城
氏
は
､
昭
和
1
0
年

に
南
砺
市
城
端
の
石
材
屋
を
営
む

1
0
代
目
と
し
て
生
ま
れ
た
｡
幼
少

よ
り
絵
を
好
み
'
昭
和
2
6
年
に
本

校
図
案
絵
画
科
に
入
学
｡
在
学
中

は
日
本
画
･
洋
画
な
ど
を
学
ん
だ
.

卒
業
後
､
家
業
を
継
ぐ
傍
ら
美

術
作
家
を
志
し
'
石
彫
作
家
と
し

て
県
内
外
の
美
術
展
に
出
品
を
始

め
る
｡
国
内
で
は
行
動
美
術
会
に

所
属
し
､
昭
和
4
0
年
に
は
数
多
く

の
受
賞
歴
に
よ
り
同
会
会
員
と
な

る
｡
そ
の
間
､
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際

展
に
お
い
て
'
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
イ
ズ
を
受
賞
し
て
い
る
o

後
に
　
〟
刻
む
″
作
品
制
作
か
ら

の
転
機
で
あ
ろ
う
か
'
テ
ー
マ
を

｢
光
と
影
･
海
と
陸
･
空
間
と
時

間
に
よ
る
実
験
｣
　
と
称
L
t
　
砂
浜

に
数
本
の
巨
大
な
長
方
形
の
石
柱

を
立
て
'
そ
れ
ら
が
波
に
洗
わ
れ

倒
伏
し
て
作
り
出
す
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
(
空
間
･
環
境
芸
術
)
を
試

み
る
よ
う
に
な
る
｡
昭
和
5
9
年
の

米
国
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
海
岸
を
皮
切

り
に
'
石
川
県
千
里
浜
海
岸
'
富

山
県
岩
瀬
浜
海
岸
な
ど
1
6
回
の
実

験
を
と
お
し
'
斬
新
な
感
覚
で
意

欲
的
な
芸
術
活
動
を
展
開
さ
れ
た
o

平
成
2
0
年
1
1
月
に
逝
去
o
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毒岩慧≡≡警望==
▲工芸品陳列場より
引き継いだ美術品

▲漆商品のヒット作品､
初代校長納富介次郎
先生の作品

▲明治大正期卒業生の美術品

年記念

▲高岡銅器に彫塑技法を伝えた
大塚秀之丞先生の作品

▲大正3年サンフランシスコ万棒

常
設
展
Ⅱ
期
　
8
月
1
 
1
日
(
火
)
-
墨
月
3
a
]
(
火
)

｢
高
周
の
も
の
づ
く
り
を
育
ん
だ
人
々
)

明
治
2
7
年
1
 
0
月
2
2
日
工
芸
学
校

が
開
校
さ
れ
ま
し
た
o

関
学
に
あ
た
り
富
山
県
工
芸
品

陳
列
場
の
建
物
･
所
蔵
品
を
引
き

継
ぎ
ま

し
た
｡

校
長
の
納
富
介
次
郎
(
佐
賀
県
)

に
よ
り
'
原
型
制
作
の
大
塚
秀
之

丞
　
(
山
口
県
)
'
漆
芸
の
新
村
弥

三
郎
(
石
川
県
)
な
ど
が
招
碑
さ

れ
､
大
塚
先
生
は
大
正
6
年
､
新

村
先
生
は
昭
和
5
年
ま
で
と
長
く

本
校
で
教
鞍
を
取
ら
れ
た
C

ま
た
､
高
岡
の
優
れ
た
技
術
者

も
招
か
れ
'
彫
金
担
当
の
関
義
平

を
は
じ
め
'
関
沢
卯
市
'
小
馬
次

郎
'
中
杉
与
三
七
'
室
江
吉
兵
衛

先
生
な
ど
が
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
.
先
生
方
の
作
品
は
明
治
期
に

お
け
る
高
岡
銅
器
･
彫
金
の
名
作

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
'
収

蔵
品
中
最
も
注
目
さ
れ
た
展
示
品

で
あ
っ
た
｡

◇
成
果
輝
く

1
露
内
･
海
外
博
へ
の
出
品
-

明
治
･
大
正
時
代
に
学
ん
だ
生

徒
作
品
や
先
生
方
の
作
品
が
国
内

や
海
外
の
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
｡

創
校
か
ら
1
0
年
後
の
明
治
3
7
年
に

は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
国
際
博
で
金
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
､
明
治
期
2
回
'

●
⑳
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
⑳
●

｢
素
描
･
拓
本
2
人
展
｣

高
岡
開
町
4
0
0

年
記
念
を
祝
し
て
､

高
岡
御
車
山
を
拓
本

で
忠
実
に
表
現
さ
れ

て
い
る
市
内
在
住
の

彫
刻
家
串
田
保
二
氏

と
'
当
館
美
術
館
長

◇
礎
を
築
く

ー
草
創
期
の
人
た
ち
1

本
展
で
は
'
工
芸
学
校
で
　
｢
も

の
づ
く
り
｣
　
に
関
係
さ
れ
た
歴
代

の
先
生
方
や
卒
業
生
で

Ⅶ
　
教
育
機
関
や
産
業
試
験

場
･
工
芸
試
験
場
､
美

術
界
に
お
い
て
後
進
の

指
導
を
さ
れ
た
方
々
の

作
品
を
紹
介
し
た
｡

創
校
時
に
は
'
初
代

大
正
期
2

回
'
昭
和

期
1
回
な

ど
海
外
博

で
輝
か
し

い
業
績
を

上
げ
て
い

る
｡
ま
た
'

美
術
界
で

の
城
宝
(
昭
和
2
9
図
案
絵
画
科
卒
)
　
の
素
描
作
品
に
よ

る
2
人
展
が
開
催
さ
れ
た
Q
串
田
氏
の
拓
本
は
'
粘
土

板
に
御
車
山
を
薄
板
状
の
レ
リ
ー
フ
で
精
巧
に
制
作
し
'

さ
ら
に
石
膏
で
型
取
り
し
た
の
ち
拓
本
に
さ
れ
て
い
る
｡

会
場
で
は
石
膏
型
と
拓
本
を
並
べ
て
展
示
し
た
｡
市
役

所
の
文
化
財
担
当
者
も
見
学
し
'
正
確
で
細
密
に
彫
刻

さ
れ
た
文
様
表
現
な
ど
に
感
嘆
さ
れ
て
い
た
｡

｢
膏
湧
会
展
｣

昭
和
3
3
年
の
卒
業
生
に
よ
る
3
3
会
展
を
青
湧
会
と
改

称
し
､
昨
年
に
引
き
続
き
当
館
で
第
2
回
展
を
開
催
さ

れ
た
｡
会
員
1
 
7
名
に
よ
る
日
本
画
･
洋
画
･
彫
刻
･
工

大
き
な
指
導
力

を
発
揮
さ
れ
た

山
崎
覚
太
郎
ほ

か
多
く
の
優
れ

た
作
家
を
輩
出

し
て
い
る
｡

¶一

芸
･
写
真
･
チ
ギ
リ
絵
な
ど

7
0
余
点
の
作
品
が
多
数
展
示

さ
れ
た
o
御
車
山
の
絵
巻
物

と
原
画
を
描
い
た
太
田
氏
の

作
品
､
中
川
氏
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
､
賛
助
作
品
と
し
て

の
池
上
栄
一
先
生
の
紫
色
の

花
器
な
ど
が
､
と
り
わ
け
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
｡
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高岡開町UO

▲個性的で斬新な件風が多い昭和期の件晶

-　ー　-　一　会　r

▲彫刻の重量感溢れる会場風景

○
主
な
作
家

漆
工三
村
卯
着
工
門
'
十

二
町
貞
吉
'
寺
島
弥

作
'
太
田
誠
二
'
山

崎
覚
太
郎
､
村
田
吉

雄
金
工内
島
市
平
'
島
安
次

郎
､
山
本
与
三
次
郎
'

須
賀
良
二
'
松
村
治

吉
'
関
省
三
郎

◇
拳
闘
r
V

I
伝
統
を
受
け
継
ぐ
-

昭
和
期
に
は
東
京
美
術
学
校
出

身
の
先
生
や
卒
業
生
に
よ
り
'
一
段

と
充
実
し

た
工
芸
教

育
が
行
わ

れ
'
昭
和
5

年
に
は
ベ

ル
ギ
ー
国

際
博
で
大

賞
を
受
賞

し
て
い
る
｡

l†

第
二
次
貰
大
戦
後
以
降
,
紅
)

術
界
の
流
れ
も
多
様
化
す
る
中
で
∵

金
工
の
伝
統
技
術
を
継
承
す
る
金

森
栄
1
が
平
成
元
年
に
人
間
国
宝

と
し
て
の
技
術
保
持
者
に
認
定
さ
一

れ
て
い
る
o
さ
ら
に
は
平
成
ほ
年
▲

に
新
し
い
金
工
芸
術
で
大
角
勲
が

芸
術
院
賞
を
受
賞
し
'
高
岡
地
場
…

産
業
界
へ
新
風
を
与
え
た
｡
　
一

〇
主
な
作
家

漆
工
　
後
藤
義
雄
､
新
教
孝
弘

金
工
　
槻
尾
宗
一
､
須
賀
正
佐
'

金
森
栄
1
.
大
角
勲
　
　
W

｢
夢
散
歩
展
｣

新
湊
在
住
の
豊
本
外
良
氏

(
昭
和
4
3
年
電
気
科
卒
)
　
を
中

心
に
'
洋
画
･
パ
ス
テ
ル
画
･

ペ
ン
画
･
写
真
な
ど
5
名
に

よ
る
作
品
展
が
開
催
さ
れ
た
｡

豊
本
氏
は
趣
味
で
パ
ス
テ

ル
画
を
始
め
ら
れ
'
漁
船
を

措
い
た
大
作
2
点
の
ほ
か
白

黒
の
色
彩
に
よ
る
骨
太
の
構

常
設
展
Ⅰ
期
　
5
月
1
 
6
日
出
-
7
月
3
 
1
日
幽

｢
工
芸
学
校
と
彫
刻
家
の
群
像
｣

本
校
に
お
け
る
彫
塑
学
習
の
分

野
は
'
明
治
2
7
年
の
創
校
か
ら
昭

和
5
1
年
ま
で
'
4
名
の
教
師
に
よ

り
指
導
さ
れ
て
き
た
｡
本
展
で
は

そ
れ
ぞ
れ
が
指
導
さ
れ
た
時
代
の

作
品
や
'
卒
業
後
に
彫
刻
家
と
し

て
活
躍
し
'
母
校
に
寄
贈
さ
れ
た

作
品
な
ど
を
展
示
し
た
.

明
治
飢
年
'
第
1
回
木
材
彫
刻

科
卒
業
の
畑
正
吉
か
ら
昭
和
班
年

工
芸
科
卒
業
の
北
村
憲
司
､
兼
納

宗
宏
ま
で
'
併
せ
て
大
塚
秀
之
丞
'

松
村
秀
太
郎
'
田
近
政
二
'
谷
口

義
人
先
生
の
作
品
も
展
示
し
て
､

百
有
余
年
の
歴
史
か
ら
育
っ
た
彫

刻
家
達
の
作
品
を
紹
介
し
た
o

*
4
名
の
指
導
者
と
主
な
卒
業
生

口
大
塚
秀
之
丞
と
そ
の
時
代

(
明
治
2
7
-
大
正
6
)

触
正
吉
'
国
方
林
三
㌧
　
桧
村
秀

太
邸
'
中
谷
宏
運
'
佐
々
木
長

次
郎
'
長
谷
川
義
起
'
竹
田
与

作
□
松
村
寿
太
郎
と
そ
の
時
代

(
大
正
9
-
昭
和
1
 
4
)

柚
月
芳
'
松
村
外
次
邸
'
村
井

辰
夫
'
田
近
政
二
'
開
長
造
'

村
上
丙

口
E
H
近
政
二
と
そ
の
時
代

(
昭
和
1
 
4
-
4
3
)

骨
田
貞
部
'
堀
田
清
'
岡
本
昭

夫
'
岩
城
倍
嘉
へ
　
船
木
佳
彦
'
米

糠
雄
1

ロ
谷
口
義
人
と
そ
の
時
代

(
昭
和
4
3
-
5
)

川
田
良
樹
'
田
畑
功
'
北
林
恵
司
､

米
納
宗
宏

成
の
力
作
を
出
品
｡
岡
山
氏
は
ペ
ン
で
赦
密
に
措
き
込

ん
だ
　
｢
笑
｣
　
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
'
富
山
駅
を
多
様
な
視

点
か
ら
撮
っ
た
磯
部
氏
の
組
写
真
な
ど
多
彩
な
作
品
が

展
示
さ
れ
た
｡
会
期
中
に
は
棚
辺
誠
治
氏
　
(
昭
和
4
2
工

業
化
学
科
卒
)
と
友
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
催
さ
れ
'

多
く
の
来
館
者
が
あ
り
盛
況
で
あ
っ
た
｡

r
三
･
E
]
代
　
月
真
展
｣

昭
和
3
8
年
金
属
工
芸
科
卒
業
の
須
賀
真
一
氏
と
父
謙

蔵
氏
の
親
子
作
品
展
が
'
尚
美
展
後
に
開
催
さ
れ
た
｡

須
賀
家
は
代
々
蝋
型
に
よ
る
鋳
物
を
専
業
と
L
t
　
蜜
蜂

の
蝋
と
松
脂
を
混
ぜ
た
材
料
で
成
型
し
た
後
'
銅
を
鋳

込
む
伝
統
技
法
を
継
承
し
て
い
る
o

三
代
謙
蔵
氏
の
作
品
は
大
型

の
花
器
や
重
厚
な
茶
道
具
な
ど

が
'
気
品
と
深
味
の
あ
る
渋
茶

の
色
合
い
が
絶
妙
で
あ
る
｡

ま
た
'
四
代
真
一
氏
の
作
品

は
植
物
の
蔦
や
蔓
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
繊
細
な
曲
線
の
造
形
美
が

加
味
さ
れ
､
多
く
の
来
館
者
の

目
を
引
い
て
い
た
｡
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催

事

案

内

恒
例
と
な
っ
た
文
化
部

合
同
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
生
徒
が
放
課
後
に
制

作
し
て
き
た
作
品
を
一
堂

に
会
し
て
の
展
覧
会
で
す
o

や
や
残
念
な
が
ら
'
日
々

の
授
業
の
課
題
が
多
く
十

分
に
制
作
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
､
作
品

に
不
満
を
残
す
生
徒
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
o
　
そ
れ
で
も
､
他
の
文
化
部
の
活
動
内

容
が
よ
く
分
か
り
'
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
感
嘆
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
o
　
来

館
者
の
皆
さ
ん
に
は
'
高
校
生
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

感
性
を
味
わ
え
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
｡

第
1
6
回
青
井
中
英
展

1
 
1
月
1
8
日
(
求
)
～
1
2
月
6
日
(
日
)

常
設
展
Ⅲ
期
1
2
月
1
7
日
(
木
)
～
1
月
1
0
日
(
日
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
5
6
回
　
1
2
月
1
7
日
(
木
)
～
1
月
1
0
日
(
日
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
5
7
回
　
1
月
1
7
日
(
日
)
～
2
月
2
1
日
(
日
)

卒
業
課
題
展
2
月
2
7
日
(
土
)
～
3
月
4
日
(
木
)

常
設
展
Ⅳ
期
3
月
1
3
日
(
土
)
～
4
月
4
日
(
日
)

新
収
蔵
作
品
展3
月
1
3
日
(
土
)
～
4
月
4
日
(
日
)

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
へ
一
望
貝
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

･
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

･
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

･
企
画
展
等
の
案
内

･
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
個
人
)

特
別
会
員
(
企
業
､
団
体
等
)

二
'
〇
〇
〇
円

一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

鏑
兼
顧
問
擾
作
誠
擬
1
 
0
窮
批
軒

r
同
窓
生
作
品
展
｣

本
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
尚
美
展
に
あ
わ
せ
同
窓

生
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

田
城
負
柴
田
秀
紀
先
生
が
蒙
刻
作
品
を
出
品
さ
れ

た
他
'
卒
業
生
け
名
に
よ
る
日
本
画
･
洋
画
･
彫
刻
･

工
芸
･
写
真
な
ど
2
2
点
の
新
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

な
か
で
も
昭
和
別
年
凍
材
工
芸
科
卒
業
の
脅
田
貞

都
民
は
抽
象
彫
刻
r
惑
星
教
生
｣
を
出
品
｡
鉄
板
を

切
断
･
加
工
･
溶
接
し
て
制
作
さ
れ
た
異
色
な
作
品

で
し
た
の
閉
じ
彫
刻
で
昭
和
幼
年
工
芸
科
卒
業
の
米

納
宗
宏
氏
の
作
品
　
｢
灯
台
の
あ
る
風
景
｣
　
は
ー
詩
的

な
雰
囲
気
を
形
象
化
し
た
鋳
造
作
品
と
し
て
注
目
さ

れ
ま
し
た
｡

工
芸
で
は
'
昭
和
3
8
年
金
属
工
芸
科
卒
業
の
須
賀

真
…
氏
が
繊
細
な
曲
線
を
施
し
た
蝋
型
鋳
造
に
よ
る

r
華
台
L
3
点
を
出
品
o

作
品
に
小
さ
な
花
が
活

け
ら
れ
'
会
場
に
和
や

か
な
雰
観
気
を
漂
わ
せ

て
い
ま
し
た
o

本
年
も
昭
和
別
年
卒

業
生
を
筆
頭
に
､
平
成

1
4
年
卒
業
生
ま
で
幅
広

く
出
品
さ
れ
好
評
で
し

た
｡

今
年
は
高
岡
開
町
四
百
年
を
迎
え
､
様
々
な
催
し
や

イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
｡
特
に
九
月
十
三

日
の
　
｢
開
町
ま
つ
り
｣
　
で
は
､
市
民
参
加
の
も
と
利
長

公
入
城
大
行
進
パ
レ
ー
ド
が
華
々
し
く
行
わ
れ
､
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
｡

美
術
館
で
も
､
関
連
事
業
と
し
て
､
｢
工
芸
学
校
と

彫
刻
家
の
群
像
｣
､
｢
高
岡
の
も
の
づ
く
り
を
育
ん
だ
人
々
｣

を
テ
ー
マ
に
､
高
岡
の
工
芸
美
術
を
回
顧
す
る
本
校
創

立
期
か
ら
現
在
ま
で
の
収
蔵
品
を
展
示
し
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
も
､
伝
統
工
芸
を
継
承
し
て
い
る
高
岡
の

技
術
や
美
術
水
準
の
高
さ
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
な
､

地
域
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
展
示
が
行
わ
れ
れ
ば

良

い

と

感

じ

ま

し

た

｡
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中

野
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編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
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青
井
記
念
館
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術
館
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会
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